定年後を見据えたベテラン従業員との面談チェックシート
· ベテラン従業員とは定年後を見据えた面談を行いましょう。面談を通じて社員が定年後のキャリアプランについて考える場を提供する、会社が高齢者に何を求めているかを社員にしっかり伝えることは、高齢者のモチベーションの維持や円滑な技能伝承を図っていくために大変に重要です。
· 面談のタイミングとしては、50歳代の半ばまでに1回目の面談を、そして定年の遅くとも半年前までに2回目の面談を行うことが望まれます。
· 定年後の役割や責任、定年後の働き方について会社の期待を相手に伝え、相手の希望を聴いて、すり合わせをしましょう。職場内でのコミュニケーションでの悩みなども併せて聴取することが望まれます。
· 本チェックシートは製造業において基本的と思われる面談チェック項目で構成されています。会社特有の事情に応じて面談時のチェック項目を新たに設けるなど工夫をしてみてください。
· 本チェックシートは人事担当者、管理職が利用することを想定しています。
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